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丹波篠山市 桜ビジョン 

【令和 6 年 12 月 13 日時点案】 

ー 市民みんなでつくるオンリーワンのサクラの里 ー 
計画期間：令和７年度～令和１６年度 
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はじめに 

 

（ここに文章が入ります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和  年  月 

 

丹波篠山市桜ビジョン検討委員会 

委員長  酒 井 克 典 

 

 

 

 

●「桜」と「サクラ」の表記について 

 

桜にはソメイヨシノやヤマザクラ、カスミザクラなど、たくさんの種がありますが「桜」や「サ

クラ」という種はありません。本ビジョンでは、桜を丹波篠山市の木として指定する告示にな

らい、たくさんある桜の仲間の総称として「サクラ」とする表記を基本としています。しかし、

「桜」の漢字表記には風流、華麗、優しさなどのよいイメージがあり、一般的にも桜のことと

認識されやすいため、ビジョンの名称など、一部に「サクラ」と同じ意味で、「桜」の漢字表記

を用いています。 
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ビジョンの全体構成 

 

 

 

（ここにビジョンの全体構成図が入ります） 

 

丹波篠山市は、「丹波篠山市桜ビジョン」により、持続可

能な世界の実現に向けた SDGs の主に右記の目標達

成に向けた活動を推進していきます。 
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第１章 丹波篠山のサクラ 

 

１ 市内のサクラの状況 

 

・歴史 

サクラは、日本には、江戸時代までに栽培品種を含め３００種を超える種類が存在してい

たといわれ、現在では６００種を超えていると言われています。日本を含めた北半球の温帯

地域に広く見られ、わが国では特に平安時代から好まれていました。盛んに品種改良が行

われ、花見や入学・卒業シーズンの花木として親しまれてきました。近年では、世界でも

「sakura」と呼ばれるようになり、日本を象徴する花となっています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ソメイヨシノ（篠山城跡） オオシマザクラ（瀬利） オオヤマザクラ（大野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

エドヒガンザクラ（油井） シダレザクラ（篠山城跡） カンザン（味間新） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

オカメザクラ（大山上） ジンダイアケボノ（油井） フゲンゾウ（真南条下） 
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・種類と系統 

サクラの種類は、大きく分けて７つに大別され、市内でもたくさんの種類のサクラを見る

ことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：丹波篠山ロマン街道「さくら街道マップ」（丹波篠山市・令和元年） 
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・分布状況 

令和５年度に市が調査した市内の地区別のサクラの分布状況は次の通りです。個人や

事業者の所有地のものなど、把握しきれていないものを含めると、市内には１万本を超える

サクラがあります。 

 

調査の条件 

期間 … 令和５年９月から１０月 

対象 … 全ての自治会 

方法 … 市職員が自治会集会の場又は自治会長個人から聞き取り 

対象 … 公民館や公園、河川敷など、公共性の高い場所のサクラ 

内容 … 対象となるサクラの有無、場所、本数、管理者、管理方法、病気の有無など 

 

 

  

…５００本 
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・名所 

サクラは丹波篠山市の【市木】であり、地域で大切に守られています。市内にはサクラの

名所といえる多くのスポットがあります。 
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出典：丹波篠山お花見マップ（丹波篠山さくらまつり実行委員会・令和５年） 
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・ふるさと桜づつみ回廊 

川を身近な自然として愛し、安全で美しい県土を創出するとともに、地域交流を深めて

もらいたいという願いを込めて、兵庫県が平成３年度から平成１２年度にかけて、瀬戸内

海から日本海を結ぶ延長約１７０ｋｍの河川沿い（武庫川〜篠山川〜加古川上流〜円山

川）を約５万本のサクラでつなぐ「ふるさ

と桜づつみ回廊」を整備しました。 

市内でもこの事業により、篠山川、武

庫川、大山川などに多くのサクラ（主にソ

メイヨシノ）が地域住民により植樹されて

います。 

この兵庫県の「ふるさと桜づつみ回

廊」事業は、旧丹南町で広く実施されて

いた町木「サクラ」の植樹活動が発端と

なって実施されました。 

 

・市木「サクラ」を未来へつなぐクラウドファンディング 

丹波篠山市では、「丹波篠山の桜を守り、育むプロジェクト」として、ガバメントクラウドフ

ァンディングにより、市木サクラの保全や人材育成等のための寄附を令和５年度から募っ

ています。過去２年間、目標とする２００万円を大きく超える寄附が全国各地から寄せら

れ、「サクラを未来へつなぐ」という市民

の思いに、たくさんの方に共感していた

だいています。 

寄附金は、篠山城跡など市内のサクラ

のシンボル的な場所の整備に利用され、

より魅力的になったサクラが多くの人の

心に響き、さらなる賛同者を呼ぶ、サクラ

を未来につなぐための持続的な財源と

なることが期待されています。 

 

  
クラウドファンディング 

篠山川の桜づつみ回廊 
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２ 市内のサクラの課題 

 

春が来ればサクラは自然に咲くもの、と思いがちですが、サクラが元気に咲き続けるに

は、一定のクリアしないといけない課題があります。 

丹波篠山市におけるサクラに関する課題は、次のとおり挙げることができます。 

 

・密植 

住民の手によって河川敷等に植えられたサクラの種類は、多くがソメイヨシノという現

状ですが、ソメイヨシノは年数とともに、かなりの大木に成長し、枝も横に広がります。ソメ

イヨシノの自然な成長には、一般的に１０ｍ程度の間隔で植樹することが良いとされてい

ますが、５ｍ間隔程度で植えられてい

る所もあり、木の生育につれてお互い

が日照等に対して障害となり、生育が

妨げられている木が多くみられます。 

若木を植える場合でも、将来大木に

なった姿を想定して植えることが必要

です。また、すでに狭い間隔で植えら

れている場所については、木同士の間

隔を広げるために、伐採（間引き）する

ことも検討が必要です。 

 

 

・大木化・老化・倒木 

密植とも関わりますが、成長が進んだサクラの木は、品種によってはかなりの大木にな

ります。ソメイヨシノなど一部の品種のサクラ

は、人の手による手入れが必要ですが、大きく、

高く成長した木の上部には梯子をかけても届か

ず、作業をするには高所作業車が必要になるな

ど、慣れていない人には困難な作業となってし

まいます。そうならないためにも、これからサク

ラを植える際には、高木にならない品種を選ぶ

ことも大切なポイントです。 

また、植えてから数十年が経った木は老化し

ています。人の手によって適切な手入れがされ

ている木であれば、年数に関わらず元気に花を

咲かせてくれますが、手入れがなされていない

木については、だんだん弱ってきています。弱っ

た木が倒れるおそれもあるので、個体の程度に

よっては更新（植え替え）する必要があります。 

 

狭い間隔で植えられたサクラ 

ヤマザクラの大木 



12 

 

・病気（てんぐ巣病など）、害虫、着生植物（コケ・ツタなど） 

サクラの共通的な欠点として、大気汚染などの環境悪化に弱いことや、病害虫の被害

を受けやすいことなどがあります。ソメイヨシノなどは特に免疫力が弱く、てんぐ巣病やき

のこの寄生などの菌の繁殖によって病気にかかりやすい傾向があります。 

陽当たりが悪く、湿気が多いところなどでは、コケ（地衣類など）が表皮についている木

が見られます。少しであれば問題ありませんが、びっしりとはびこった木はやがて呼吸が

できなくなり、樹勢に影響が現れます。また、木の周りの雑草などが除去されていない場

所では、ツタやクズが絡まり、見た目も悪く、成長とともに締め付けられて、弱る原因にも

なります。 

また、近年、サクラなどのバラ科樹木に寄生し、幼虫が樹の内部を食べて枯らしてしま

う特定外来生物クビアカツヤカミキリが近隣自治体にまで生息域を拡大しており、早期

発見と早期防除の体制整備が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・管理者不明 

私有地に植えられている木については、はっきりとした所有者、管理者がいますが、道

路敷や河川敷など公的な場所では、植えられてから年数が経っているサクラの中には管

理者が不明確になってきているものがあります。手入れが必要な木については、管理者

が注意して見守ることが必要です。 

 

・地域コミュニティ力の低下 

人口減少や高齢化、核家族化や個人の価

値観の多様化などにより、全国的に地域を支

える人材不足や住民同士のつながりの希薄化

が社会問題となっています。市内では、従来

から各地域で比較的濃密な交流が行われて

きましたが、同様の問題が徐々に顕在化して

きています。 

市内には、自治会などの地域で植樹され、

管理されてきたサクラがたくさんあります。地

域コミュニティ力の低下により、従来通りの管

理が出来なくなることが危惧されています。 

てんぐ巣病に罹患したサクラ ツタに覆われたサクラ 

地域でのサクラの手入れ（西吹） 
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・手入れできる人材の不足 

「桜切るバカ、梅切らぬバカ」という言葉がありますが、これは絶対にサクラの枝は切っ

てはいけない、ということではありません。適切な切り方をしないと枯れたり、弱ったりす

るおそれがある、という意味で言われています。サクラの枝を切る際には、後で傷が治り

やすいように正しい切り方をする必要があります。一般的には、そういった知識を持つ人

は少なく、正しい手入れができる人材が不足している現状で、人材育成が急務です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・財源不足 

丹波篠山市には、約１万本のサクラがあります。品種は様々で、病害虫に強い種類もあ

れば、病気にかかりやすい種類もあります。市内で最も多く植えられているサクラはソメ

イヨシノですが、ソメイヨシノは病気に弱い

品種で、前述のてんぐ巣病が有名です。木

の低い位置に罹患した枝があれば、正しい

知識さえあれば、比較的容易に切って駆除

することができますが、高い位置にあれば、

高所作業車での作業が強いられるなど、経

費が必要になってきます。サクラを 1 本 1 本

適切に手入れしていくためには、多くの労力

と経費が必要となり、その財源が課題となっ

てきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

処置された切り口（伐採直後） 

高所作業車による作業 

処置された切り口（時間経過後） 
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３ 市内でのサクラを保全する活動 

 

市木であるサクラは、多くの人々の保全活動により受け継がれてきました。その活動の一

例を紹介します。 

 

  （１） サクラの管理団体「ささやま桜協会」による活動 

「ささやま桜協会（以下、「桜協会」。」は旧丹南町の町木であったサクラを守り育てるた

め、昭和６３年に自治会や事業所、団体、個人を構成員として発足した「丹南町桜協会」

を母体とし、現在の丹波篠山市の市木であるサクラの保全活動を目的とした市内唯一の

団体です。主な活動は次のようなものです。 

 

・桜守による桜の育成・剪定等に関するアドバイス 

・地域で桜の維持管理ができる人材を育てる桜守養成講座 

・地域の桜を知る桜めぐり 

・市内全域を対象とした桜の整備 

 

  （２） 地域住民による活動 

自治会やまちづくり協議会など、地域住民

の活動により、公民館や寺社仏閣、兵庫県の

「ふるさと桜づつみ回廊」事業で植樹された河

川沿いなど、市民の交流や憩いの場のサクラ

が保全されています。 

 

  （３） 桜守による活動 

サクラは春が来れば自然に咲くもの、と思い

がちですが、私たちが毎年サクラを楽しむこと

ができている背景には、常にサクラに愛情を

注ぎ、花の季節以外にもサクラの健康状態を

見守り、手当をしている「桜守（さくらもり）」と

呼ばれる人たちの活動があります。 

桜協会により、毎年、剪定など、サクラの手

入れや維持管理ができる桜守を養成する「桜

守養成講座」が実施され、技術を習得した桜

守が市内各地で活動し、サクラの保全につな

がっています。 

 

  （４） 丹波篠山市商工会青年部による活動 

市内で事業を営む経営者・後継者や従業員で満 45 歳以下の青年(男女)で構成され

る丹波篠山市商工会青年部により、篠山城跡周辺や国・県道沿いなど、主要な場所のサ

クラのてんぐ巣病対策や支障枝の除去、植樹などの活動が実施されています。 

桜協会主催の「桜めぐり」 

桜協会主催の「桜守養成講座」 
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【サクラの剪定整備の効果】 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備前 整備後の開花の様子 
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第２章 基本構想 

 

１ 策定の趣旨 

 

サクラは、日本を代表する花木で、市内には篠山城跡、川代公園、鼓峠など、全国に誇る桜

の名所があります。分類学上、サクラという種類はなく、あくまで 300 種以上ある桜の仲間

の総称で、市内には日本の野生サクラの代表であるヤマザクラをはじめ、数多くのサクラが自

生又は植樹され、市民に愛されています。（丹波篠山市の木指定・平成１６年告示第２号） 

また、市民が大切にしてきたサクラを楽しむため、春にはたくさんの観光客が丹波篠山市に

来訪されます。サクラは人々を引き寄せる魅力を持っています。 

しかし、市内に約１万本あるサクラ（主にソメイヨシノ）は、植え付けから時間が経過し、高木

化して手入れが行き届かないもの、老木化したもの、てんぐ巣病に罹患したものなど、その状

態は良好なものばかりではありません。 

今後もサクラを市民が愛し、楽しみ、見守り続けることで、美しく咲くサクラを未来につなげ

ていくためには、サクラの計画的な維持管理や、必要に応じた植え替え（更新）が必要です。

このため、市木サクラを未来につないでいくための計画として、今回新たに「丹波篠山市桜ビ

ジョン」を策定します。 

 

２ 位置づけ 

 

本ビジョンは、「第３次丹波篠山市総合計画」を上位計画とし、市木であるサクラを、今後も

市民が愛し、楽しみ、見守り続けられるよう、未来につないでいくための「ビジョン」として位置

づけます。 
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３ 取り扱う政策体系の範囲 

 

本ビジョンで取り扱う範囲は、一般的な政策体系ピラミッド（下図）でいう「①理念」「②ビジ

ョン」「③戦略」までとします。具体的な施策や数値計画等の「④計画」は実施主体で個別に定

め、実施していくこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 対象 

 

本ビジョンは、市内全域の公園、河川堤防、寺社・仏閣など、公の場所にあるすべてのサク

ラを対象とします。個人や事業所の所有地にあるサクラについては、本ビジョンの対象とはし

ませんが、市木「サクラ」を未来につないでいくため、本ビジョンの理念や将来像に基づいた

管理を推奨していきます。 

  

一般的な政策体系の考え方 

桜ビジョンの対象 桜ビジョンに基づく 
管理を推奨 
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５ 基本理念 

 

「市民みんなでつくるオンリーワンのサクラの里」 

 

「サクラ」は丹波篠山市の市木です。 

市内には約１万本のサクラがあり、春になると地域住民や観光客のみなさんの目を楽しま

せています。市内のサクラの多くはソメイヨシノという品種ですが、ソメイヨシノは「てんぐ巣

病」という伝染病にかかりやすく、放っておくと病気が広がり枯れてしまう可能性がありま

す。このようにサクラの木は定期的な手入れが必要であり、以前から多くのみなさんの手で

剪定や治療、防除作業などを行っていただいています。 

また、ソメイヨシノ以外にも、市内に従来から自生する山桜、早咲きのオカメ桜や遅咲き

のカスミ桜など、個性豊かで美しい花が咲く素晴らしいサクラがたくさんあります。これらの

サクラにも目を向けてみると、丹波篠山の自然の多様性を感じることができます。 

サクラは日本を代表する木であり、日本中で美しいサクラを愛でることができます。ま

た、サクラで地域おこしをしているところは全国にたくさんありますが、丹波篠山市では子ど

もからお年寄りまで市民みんなが、多様なサクラを愛し、楽しみ、見守り、関わり続け、各々

が丹波篠山をオンリーワンのサクラの里だと思えるように取り組んでいきます。 
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６ 目指す将来像 

 

① 適地適桜のサクラが未来に継承されるまち 

  ⇒多様な種類のサクラが地域で継承されているまちを目指します。 

 

サクラは６０年以上、しっかりと管理すれば何百年と、人よりも長く生きる続けることが

できます。 

市内にはたくさんのサクラがありますが、誕生や入学・卒業の記念など、その一本一本

に植樹した人の思いが込められています。 

しかし、サクラが生き続ける時間の中で、人の世代が変わると植樹時の思いが継承さ

れず、サクラに目が向かなくなり、管理が行き届かなくなります。 

また、サクラは多種多様であり、土壌や気候など、種ごとに成長に適した環境がありま

す。サクラを新たに植樹する場合や更新する（植え替える）場合は、適した場所に適した

種類のサクラを植樹する「適地適桜（て

きちてきおう）」を意識することも重要

です。 

サクラを未来に継承していくために

は、個人単位での管理には限界があり

ます。地域のシンボルとして、地域のみ

んながサクラを自分事として考えられ

るオンリーワンのサクラの里を目指しま

す。 

 

② サクラを地域の活力とし、みんなが生き生きワクワクと過ごすまち 

                ⇒サクラが地域活性化に活かされているまちを目指します。 

 

お花見は、日本人が昔から楽しんできた春の行事です。一緒に地域で働き、サクラの

もとで宴をすることにより、深い関係性を築いてきました。 

また、サクラのもとには地域住民だけではなく、都市部や最近では海外からもお花見を

目的に人々が集まります。その魅力（映え）が SNS で発信されることにより、多くの人の

共感を呼び、さらに人々を集める、サク

ラにはそのような人々をつなぐ求心力

があります。 

しかし、サクラの求心力が主に発揮

されているのはサクラの花が咲く春の

数週間です。年齢や性別、居住地関係

なく、一年を通じてサクラをきっかけと

して人々が交流し、みんなが生き生き

ワクワクと過ごすことができるオンリー

ワンのサクラの里を目指します。 
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③ サクラを見守る人材があふれ、活躍するまち 

  ⇒サクラを気にかけ、適切に管理する人がたくさんいるまちを目指します。 

 

サクラは桜守の活動などにより毎年美しい花を咲かせていますが、市内にたくさんある

サクラを桜守だけで管理するには限界があります。サクラを未来につなげていくためには

より多くの人がサクラのことを気にか

け、関わっていく必要があります。 

一方で、「桜切るバカ、梅切らぬバカ」

という言葉があるように、サクラの剪定

にはそれなりの知識と技術が必要で

す。 

多くの人がサクラのことを自分事とし

て気にかけ、適切なサクラの管理手法

を習得し、各々でサクラを手入れする

オンリーワンのサクラの里を目指しま

す。 

 

 

 

○イメージ 
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７ 計画期間 

 

サクラの成長に要する期間は数十年と長く、このビジョンで掲げる理念や将来像実現の

ためにも同じく長い期間を要します。そのため、このビジョンでは中長期的な視点でまちづ

くりを進めていくため、５０年、１００年先を見据えたものとして「理念」、「目指す将来像」を

掲げつつ、その目標実現のための短期的な取組方針を次項で「戦略」として掲げます。 

戦略（取組）は一定の期間で区切り、効果検証したうえで都度改定して進めていく必要

があるため、令和７年度から令和１６年度までの１０年間を計画期間として実施していきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画期間 

10 年後     50 年後     100 年後 

現在地 

「市⺠みんなでつくる 
オンリーワンの 

サクラの里」の実現 
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第３章 戦略（将来像実現に向けた取組方針） 

 

本ビジョンの「理念」や「目指す将来像」を実現するための取組方針を「戦略」として掲げ、

その取組方針に基づく取り組み例を示します。取り組み例は、実施主体などの意見を踏ま

えて計画期間中においても都度、更新、追加し、より多くの主体が身近にできるところから

取り組んでみようと思えるよう、積極的に広報していきます。 

また、各取り組みには、行政（市や県）や桜協会、その他の各種団体（自治会、観光協会

など）、市民、事業者など、取り組みへの参画を想定する主体を掲げます。取り組みを効果

的に推進していくためには、多様な価値観をもつ多くの主体（この章では「みんな」と表現し

ています。）が自分事として積極的に取り組み、お互いに協働していくことが重要です。本ビ

ジョンにより、できるだけ多くのみんながサクラに関わり、最大の効果が得られるよう働きか

けていきます。 

 

目指す将来像① 「適地適桜のサクラが未来に継承されるまち」 

【取組方針①－１】適地適桜 

【取組方針①－2】整備促進 

 

【取組方針①－１】適地適桜 

サクラを未来に継承するため、サクラを新たに植樹する場合や更新する（植え替える）場

合は、将来の成長した姿を見据えた計画を持ち、その場所の土壌や気候にあった種類のサ

クラを、適切な方法で植樹されるよう推進します。 

取り組み（例） 想定する参画主体 

地域にあったサクラの計画的な植樹 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

適切な植え方（土壌・間隔など）の実践 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

必要に応じた更新や伐採（新しいサクラの植樹、

サクラの枯木の処分など） 
行政 桜協会 団体 市民 事業者 

地域の名桜の繁殖（苗木づくり）、育成 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

 

【取組方針①－2】整備促進 

サクラは剪定などの手入れが必要であるという広い認識のもと、みんなが身近にあるサ

クラの状態に関心を持ち、必要な手入れが自発的に実施されるよう促進していきます。 

取り組み（例） 想定する参画主体 

必要な手入れの周知 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

状態に応じた伐採の必要性の周知 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

公共の場所のサクラの所有者、管理者の明確化 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

木札の設置（種類、所有者の明示） 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

オーナー制度（マイ桜制度） 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

サクラパトロール、通報制度 行政 桜協会 団体 市民 事業者 
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目指す将来像② 「サクラを地域の活力とし、みんなが生き生きワクワクと過ごすまち」 

【取組方針②－１】名所づくり 

【取組方針②－２】観光利用 

【取組方針②－３】商品化 

【取組方針②－４】地域活性化 

 

【取組方針②－１】名所づくり 

みんなが将来にわたってサクラを市木として愛着を持ち、誇り続けられるよう、サクラの

名所づくりに取り組みます。 

取り組み（例） 想定する参画主体 

名所の保全 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

地域の名桜の掘り起こし 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

映えスポットづくり、SNS 発信 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

名所マップづくり 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

名所、名木にまつわるエピソードの発信 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

 

【取組方針②－２】観光利用 

サクラを地域の魅力として広く発信し、年間を通じた観光集客につながるよう推進しま

す。 

  取り組み（例） 想定する参画主体 

桜めぐりツアーの実施（開花期に限定しない） 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

サクラの散歩道、モデルコースの設定 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

桜ガイド（名所案内人）の育成 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

和船、屋形船からのお花見 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

秋のさくらまつり 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

 

 【取組方針②－３】商品化 

サクラが年間を通じて地域に収益をもたらすものとなるよう、商品利用を推進します。 

取り組み（例） 想定する参画主体 

年中を通して楽しめる商品、食品の開発（桜もち、

桜ビール等） 
行政 桜協会 団体 市民 事業者 

サクラの伐採木を使った机やペン立ての作成 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

   

【取組方針②－４】地域活性化 

サクラが持つ人々を集める求心力を最大に活かし、地域住民、都市住民、外国人など、

みんなが交流できる機会をつくり、地域の関係人口の増加、活性化に繋げます。 

取り組み（例） 想定する参画主体 

お花見会の開催 行政 桜協会 団体 市民 事業者 
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目指す将来像③ 「サクラを見守る人材があふれ、活躍するまち」 

【取組方針③－１】見守る人材の育成 

【取組方針③－２】見守る団体の支援 

【取組方針③－３】交流促進 

【取組方針③－４】学ぶ機会の提供 

【取組方針③－５】資金集め 

 

【取組方針③－１】見守る人材の育成 

サクラの専門的な知識を有し、サクラを見守り、自発的な維持管理に取り組む人材の育

成に取り組みます。 

取り組み（例） 想定する参画主体 

サクラの手入れ方法の周知 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

桜守などサクラの専門家の養成 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

 

【取組方針③－２】見守る団体の支援 

サクラの見守りや維持管理活動が持続的に実施されるよう、技術面や金銭面の支援、新

たな参画者を呼び込む取り組みを推進します。 

取り組み（例） 想定する参画主体 

桜守による技術的支援 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

補助金による金銭的支援 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

サクラを見守る活動の紹介 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

 

【取組方針③－３】交流促進 

既にサクラの見守りや維持管理に取り組むみんなや、これから取り組みたいと思うみん

なが経験や意見を持ち寄り、それぞれの活動の改善や横の連携の創出につながるよう、交

流を促進します。 

取り組み（例） 想定する参画主体 

サクラの管理者間の交流、意見交換会 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

 

【取組方針③－４】学ぶ機会の提供 

みんながサクラに無関心では、サクラの危機的な状況を察知し、必要な維持管理に取り

組むことはできません。年齢を問わずみんなが自分事としてサクラのことを考え、取り組ん

でいけるよう、サクラについて学ぶことができる機会を設けます。 

取り組み（例） 想定する参画主体 

サクラについて学ぶセミナー、講演会 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

小中学校への派遣授業 行政 桜協会 団体 市民 事業者 
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【取組方針③－５】資金集め 

大きく成長したサクラの整備に必要な高所作業車など、市内のいろいろな場所にあるサ

クラを１本１本適切に手入れしていくためには、多くの労力と費用が必要になります。行政か

らの補助金もありますが、サクラの維持管理を継続していくためには、観光などでサクラに

関わるみんなからの寄附や協賛など、持続可能な財源が必要です。 

取り組み（例） 想定する参画主体 

ふるさと納税制度・クラウドファンディング 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

企業協賛 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

サクラの名所の命名権の販売 行政 桜協会 団体 市民 事業者 

 

 

 

★体系図 
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  【コラム】市民みんなでサクラパトロール 

（ここにコラムが入ります） 
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第４章 モデル地区 

 

本ビジョンでは、行政だけではなく、地域住民や各種団体が参画した活動により、サクラを

地域のシンボルとして適切に維持管理されている地域を、本ビジョンの理念や目指す将来像

を率先して推進するモデル地区に指定し、広く周知していきます。 

 

１ 篠山城跡周辺 

  

丹波篠山市の中心部にある篠山城跡のサクラは、大正４年に大正天皇の即位を記念して

植樹されたのが始まりです。後に、城郭一帯から城下の河原町、王地山公園と中心市街地の

各所に約 3,000 本のサクラが植えられ、丹波篠山がサクラの名所として知られるきっかけと

なりました。 

篠山城跡周辺のサクラは、市や商工会青年部、桜協会などにより剪定や植樹、消毒等の維

持管理作業が行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 篠山川沿い 

 

市内の河川堤防には、兵庫県の桜づつみ回廊事業などにより、多くのサクラが植樹されて

います。中でも篠山川に架る渡瀬橋（東岡屋・東吹地区）下流の河川堤防のサクラは、桜協会

や周辺自治会により、維持管理作業や地域に花見客を呼び込む取り組みがされています。ま

た、多種類のサクラが植樹されており、時間差で花開くことで、春の長い期間サクラを楽しめ

る地域となっています。 

  

王地山公園 篠山城跡 

篠山川 有居地区 
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第５章 推進体制と進捗管理 

 

１ ビジョンの推進体制 

  

本ビジョンが対象とするサクラは、公園や河川・道路沿い、寺社・仏閣など、公共の場所だ

けではなく、個人や事業者の所有地など、管理者や所有者が多岐にわたります。 

本ビジョンでは、市木であるサクラをきっかけとしたまちづくりの基本理念や目指す将来

像、戦略を定め、それらに基づく取り組みの例を紹介します。そして、それらの取り組みにつ

いて、行政に限らず、桜協会、その他の各種団体（自治会、観光協会など）、市民、事業者な

ど、各主体（みんな）が自分事として積極的に実施されるよう推進していきます。 

また、桜協会はサクラの保全活動を目的とした市内唯一の団体であり、本ビジョン推進の

中核を担うことが期待されます。各主体（みんな）に桜協会への加入を呼びかけ、大きな組織

により広範囲で効果的に活動できるよう推進していきます。 

 

２ ビジョンの進捗管理 

  

本ビジョンは、「ＰＤＣＡサイクル」（Plan：計画、Do：実行、Check：点検・評価、Action：

改善）により、進捗管理を行っていきます。 

サイクルのうち「Do：実行」は、サクラに関わる各主体（みんな）が各々で、場合によっては

協働し、実施します。「Plan：計画」「Check：点検・評価」「Action：改善」は、桜協会の理事

や実際にサクラの整備に取り組む主体（みんな）の代表者などを構成員とする「桜ビジョン推

進会議（仮）」で、毎年度検討します。 

また、「桜ビジョン推進会議（仮）」で検討され、改善された取り組み（Plan：計画）は、積極

的に広報し、より多くの主体（みんな）がサクラのために、できることから取り組んでいけるよう

推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進体制と進捗管理のイメージ 
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附 録 
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【附録①】 サクラの植え方      参考文献：丹南桜巡り（ささやま桜協会・平成１２年） 

 

A：植え場所の選定 

樹木は一度植え込むと移植は大変です。慎重に植え場所を選定して下さい。 

 

＜サクラが好む環境＞ 

①日当たりが良い事 → サクラは陽樹なので第一条件。 

②水はけの良い肥沃な土壌 → 乾燥地もダメ。適湿が良い。 

③風通しが良い場所 → 悪いと病虫害が出やすい。 

以上の三点が満たされていれば植え付ける場所として合格です。ただし、②はある程

度人工的に改良できます。樹木は成長して大きくなります。十二分に空間をとって植えて

下さい。さらに背景に常緑樹があれば花が引き立ち、植え場所としては満点です。 

 

B：品種の選択 

一口にサクラといっても３００種以上あります。背の高くなるもの、低いもの、枝垂れる品

種、花も一重、半八重、八重咲、花色も白から緋紅色まで。開花期も早春から晩春、中には秋

や冬に咲く品種まであります。そんな中から丈夫で育てやすく、美しいお勧めの品種を、植え

場所の条件別に紹介します。 

 

＜山野などあまり条件の良くない場所に適した品種＞ 

なるべく丈夫で樹勢が強く、あまり手入れの必要でない野生種が向きます。 

… ヤマザクラ・エドヒガン・カスミザクラ・オオシマザクラなど 

 

＜手入れのできる広い場所に適した品種＞ 

ほとんどの品種が栽培可能です。 

・一重 

 … 染井吉野・嵐山・陽光（濃紅大輪）・兼六園熊谷など 

・八重咲 

 … 松月・普賢象・白妙・一葉・関山・八重紅大島・福禄寿・楊貴妃など 

・珍しい花色 

 … ウコン（淡黄緑）・ギョイコウ（緑と黄）八重寒緋桜（緋紅色）など 

・珍しい花型 

 … 兼六園菊桜（万重咲）・普賢象・一葉（葉化したメシベ）・大村桜（二段咲き） 

・有香品種 

 … 千里香・御車返し・駿河台匂・上匂など 

・早咲き 

 … 江戸彼岸・小彼岸・寒桜・寒緋桜・オカメ桜など 

・秋～冬咲き 

 … 十日桜・冬桜・子福桜 
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・実も楽しめる品種 

 … シナミザクラ（暖地サクランボ）・赤実大島・ウワミザクラ 

・枝垂れる種類 

 … 八重紅枝垂（エドヒガン系）・枝垂山桜・八重紅枝垂・富士枝垂・枝垂染井吉野な

ど 

 

＜一般家庭（狭い場所）に適した品種＞ 

・小型種 

 … 豆桜（富士桜）系各種・近畿豆桜・高砂（八重）・熊谷桜（八重）・松月（八重）・小彼

岸桜・八重紅小彼岸桜・十月桜など 

・枝が横に張らない品種 

  … 天ノ川・海猫・泰山府君・御車返しなど 

・小型枝垂タイプ 

  … 富士枝垂・枝垂山桜など 

 

＜鉢植え・盆栽に適した品種＞ 

・八重 

… 高砂・旭山・熊谷桜・十月桜など 

・一重 

… 豆桜・近畿豆桜・小彼岸桜・冬桜・若木ノ桜など 

 

C：植え方の実際 

①植え穴を掘る 

一年生苗木なら直径５０センチ、深さ５０センチは掘りたい。

中苗なら根張りよりひとまわり大きな穴を掘る。排水が悪い場

合はさらに深く掘り下げ、パーライトなどの土壌改良材を混ぜ

る。 

 

②堆肥を混ぜる 

元肥としてよりも、土壌改良材として完熟堆肥、腐葉土、バ 

ーク堆肥など、有機質の腐植物をたっぷり混ぜると良い。やせ 

地には特に大切。 

 

③苗木をすえる 

実生苗は浅めに。接木苗は図のように接ぎ木接合部分が埋 

まるようにやや深植えに する。これは穂木の本体から自根を 

出しやすくするため。いつまでも台木の根だけでは生育が悪 

い事がある。ただし極端な深植えは避け、なるべく土を盛り上 

げるように植える。 

①② 

③ 
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④土をもどして水鉢をつくる 

水をやっても流れないように大きめに水鉢をつくる。 

 

⑤たっぷりと水をやる 

一年生苗木でバケツ３杯はやりたい。水が引くと土が沈み、

根と土が良くなじむ。 

 

⑥支柱を立てて苗木を縛る 

一年生苗木でも支柱は必要。長さ１５０センチ位の防腐剤注

入の支柱を斜めに打ち込み、シュロ縄で縛る。縄がくい込まない

よう、苗木にスギ皮などのクッション材を巻くこと。四、五年生以

上の苗ならばしっかりした鳥居形支柱が必要。シュロ縄はくい込

む前に外すか、縛り直す事。 

  

←植樹時に適切に支柱が設置された 

もの 

←サクラの成長後も支柱がそのまま放置さ 

れ、くい込んでしまったもの 

④⑤ 

⑥ 
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【附録②】 サクラの剪定        参考文献：丹南桜巡り（ささやま桜協会・平成１２年） 

 

「桜切るバカ‐」について 

ことわざに「桜切るバカ梅切らぬバカ」というものがありますが、これはサクラと梅の性質を

端的に表わす実にうまいことわざです。これは、梅は切り込みに強く、適度に切ることによって

木が若返り元気になる。ところがサクラは下手に切ると切り口から病菌や害虫が入りやすく、

木を弱らせるので、あまり切らない方が良い。といった意味なのです。確かにサクラは深切り

して傷口が大きくなると、そこから木質部分が腐れやすく、傷口からコスカシバなどの害虫が

入りやすいものです。しかし、それもやり方次第です。あまりにこのことわざにとらわれて剪定

をしないと、形も乱れ、かえって病虫害の誘因にもなるのです。また、サクラにとっての生活空

間が狭い場所において、人間生活と共存するためには剪定は不可欠な作業です。つまり、基

本は「桜切るバカ」ですがそれもケースバイケースだということです。 

サクラを適切に維持管理していくため、剪定する場合には、下記のことに留意して実施して

ください。 

 

＜その①＞若い枝や若木の内に積極的に剪定し、目的の構形に整える 

剪定に強くないサクラも、一、二年枝ならばまず大丈夫。不要な枝は早め早めに切り除い

て下さい。こわがって切らないでおくと枝が太り、後々人間もサクラもつらい思いをします。 

 

＜その②＞太枝を切る時は枝分かれか付け根からスパッと思い切り良く 

なるべく太枝を切るのは避けたいのですが、やむをえない場合は下図のように、枝分かれ

の部分か枝の付け根で切ると、傷口の肉巻きが良く腐れ込みが少ないようです。枝を切り残

すと傷口の肉巻きが悪く、そこから木質部が腐れ下りやすいのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

←根元から適切に切断 

 された枝 

途中で無造作に→ 

切断された枝   



34 

 

＜その③＞大きな傷口には必ず薬をぬること 

大きな傷口からは水分が逃げやすく、腐朽

菌も侵入しやすいものです。必ず癒合促進剤

（カルスメイトなど）や接ぎロウの類を塗布して

下さい。なければ木工ボンドやペンキ、墨でも

かまいません。殺虫殺菌剤を散布してからこ

れらを塗れば完璧ですが、要は傷口をコーテ

ィングして病虫の侵入を防ぐ事です。サクラの

剪定では最も重要な作業ですので、くれぐれ

も忘れないようにしてください。 

 

 

＜その④＞剪定の適期は落葉期 

落葉していると樹形や枝が見えやすく、作業がはかどります。それにサクラ自体も休眠して

おり、負担も軽く、その後の回復も早いようです。ただし、てんぐ巣病の枝は、時期にかまわず

見つけ次第すぐに切除して下さい。 

 

 

 

 

  

コーティングされた切り口 

てんぐ巣病の枝① てんぐ巣病の枝② 
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【資料①】 桜ビジョン検討委員会 委員 
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【資料②】 桜ビジョン検討委員会での検討の経緯 
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丹波篠山の桜をイメージした絵画 

（丹波篠山市桜ビジョン検討委員会委員・西尾雅子さんの作品） 
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